
市街地 チェック欄

中⼼街では隣接地と相互に協⼒し、壁⾯線を合せ、道路沿いにまとまった空間を⽣み出すよう努める □はい　□いいえ　□該当なし

道路側に緑化を⾏う空間を確保するよう努める □はい　□いいえ　□該当なし
既存樹木・水辺を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし
⼭岳・段丘眺望等、周囲からの⾒え⽅を考慮した配置とする □はい　□いいえ　□該当なし
電柱・鉄塔は目⽴たないよう配置 □はい　□いいえ　□該当なし
段丘崖の上端付近では、段丘林の連続性やたたずまいを阻害しないように配慮する □はい　□いいえ　□該当なし
【沿道】⽀障のある場合を除いて、５ｍ以上道路から後退する（⼤規模⾏為） □はい　□いいえ　□該当なし
⼭岳・段丘眺望等、周囲からの⾒え⽅に配慮した規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし
周辺基調景観から突出しない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし
建築物等と敷地のつり合い配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
まち並みの連続性に配慮した⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし
原則⾼さ３１m以下 □はい　□いいえ　□該当なし
【沿道】空地を確保し、圧迫感を避ける（⾼層の場合） □はい　□いいえ　□該当なし
【河川】河川の⾒通しを妨げない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし
正⾯（道路側）デザインに留意 □はい　□いいえ　□該当なし
上部デザインの工夫（⾼層の場合） □はい　□いいえ　□該当なし
伝統様式を取り入れた意匠（伝統的建築物の多い地域） □はい　□いいえ　□該当なし
⼤規模平滑⾯を避け、壁⾯処理に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
屋根・壁・開口部等の意匠工夫で圧迫感・威圧感を軽減（規模が⼤きい場合） □はい　□いいえ　□該当なし
道路・河川・鉄道に⾯する壁⾯等のデザイン配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
屋上設備の壁・ルーバー設置 □はい　□いいえ　□該当なし
屋外階段や露出配管等の付帯物や広告物のデザイン配慮、建築物本体との調和 □はい　□いいえ　□該当なし
【沿道】道路沿いからの⾒え⽅に配慮し上部や正⾯デザイン工夫、連続性形成 □はい　□いいえ　□該当なし
【河川】河川沿いからの⾒え⽅に配慮し上部や正⾯デザイン工夫、連続性形成 □はい　□いいえ　□該当なし
【段丘】段丘林の連続性、佇まいを阻害しないよう外観に⼗分配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
耐久性に優れた材料を使⽤ □はい　□いいえ　□該当なし
反射光材使⽤の場合、周辺との調和に⼗分配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
地場産材、地域を特徴づける素材を活⽤ □はい　□いいえ　□該当なし
けばけばしい色彩とせず、周辺建築物等と調和 □はい　□いいえ　□該当なし
複数色の場合、色彩相互の調和や使⽤量のバランスに配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
照明は周辺に配慮し、魅⼒的な夜間景観形成に努める □はい　□いいえ　□該当なし
（屋根）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和
（外壁）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和
＜適⽤除外＞外壁各⾯の⾒付⾯積の１／５以内のアクセント色で、⽀障ないもの
＜適⽤除外＞石・木材・土・レンガ・ガラス等、素材本来の色彩のもの
＜適⽤除外＞地域の伝統継承色彩のもの
＜適⽤除外＞その他法令義務のもの
【段丘】段丘林等、周囲の⾃然に馴染む色彩 □はい　□いいえ　□該当なし

景観形成基準チェックシート（一般地域：市街地）
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市街地 チェック欄

景観形成基準チェックシート（一般地域：市街地）
⾏為制限事項

一般地域：市街地

樹木・草花で通りに⾯したスペースの緑化を⾏い、潤いの創出に努める □はい　□いいえ　□該当なし
外部から⾒える敷地境界は樹木活⽤、門・塀は⽣垣、壁緑化等の意匠工夫配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
比較的⼤規模な建築物等は、建物周囲の⾼木配置等で威圧感・圧迫感軽減に努める □はい　□いいえ　□該当なし
駐⾞・駐輪場は道路から直接⾒えにくいよう周囲や場内の植栽等、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし
樹種は地域風土に合ったもの、道路空間の連続性に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
段丘崖上端側の緑化を⾏い、段丘林の連続性、佇まいを阻害しないよう配慮 □はい　□いいえ　□該当なし
【河川】河川沿いの憩い・潤い景観が続くよう、植栽、鉢植等の緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし
【段丘】段丘林の連続性、佇まいを阻害しないよう、周囲を緑化 □はい　□いいえ　□該当なし

⾃動販売機 外観は落ち着いた色調、複数台設置時は囲いで覆う等の工夫 □はい　□いいえ　□該当なし
道路等からの後退に努める □はい　□いいえ　□該当なし
河川等の水辺や⼭なみの眺望を阻害しないよう努める □はい　□いいえ　□該当なし

規模、形態・意匠 周辺の基調景観に調和する形態意匠とし、必要最小限の規模 □はい　□いいえ　□該当なし
周辺景観と調和し、⾼耐久性で退色・はく離の⽣じにくいもの □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材使⽤の場合、周辺との調和に⼗分配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

けばけばしい色彩とせず、周辺建築物等と調和 □はい　□いいえ　□該当なし
使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし
光源が動くものは、周辺景観との調和に留意 □はい　□いいえ　□該当なし
⼤規模な法⾯、擁壁を⽣じないようにし、緩やかな勾配、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし
擁壁は材料や表⾯処理の工夫、前⾯緑化等により周辺との調和を図る □はい　□いいえ　□該当なし
敷地内の樹林、樹木、河川、水辺等は極⼒保全し、活⽤に努める □はい　□いいえ　□該当なし
周辺から目⽴たないよう採取の位置・⽅法を工夫し、敷地周囲の緑化等に努める □はい　□いいえ　□該当なし
採取後、⾃然植⽣と調和した緑化で修景する □はい　□いいえ　□該当なし
⾼さをできるだけ低くし、整然と、威圧感の無いよう堆積する □はい　□いいえ　□該当なし
道路等から⾒えにくいよう遮蔽（植栽、木塀等、周辺景観と調和するもので遮蔽） □はい　□いいえ　□該当なし
【段丘】段丘林の連続性が失われる伐採は避ける □はい　□いいえ　□該当なし
【段丘】伐採する場合は既存樹木残置や新たな植栽等、法⾯の緑化に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

土地の形質の変更
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屋外における物件の堆積

木竹の伐採
【河岸段丘】

建築物・工
作物の建
設、外観変

更
敷地の緑化

建築物・工
作物の建
設、外観変

更

（特定外
観意匠に
関する付加
基準）

配置

材料

色彩等



田園 チェック欄

道路からできるだけ後退し、空地を確保するよう努める □はい　□いいえ　□該当なし

隣接境界からの離隔確保 □はい　□いいえ　□該当なし

既存樹木・水辺を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし

⼭岳・段丘眺望等、周囲からの⾒え⽅考慮 □はい　□いいえ　□該当なし

電柱・鉄塔は目⽴たないよう配置 □はい　□いいえ　□該当なし

段丘崖の上端付近では、段丘林の連続性やたたずまいを阻害しないように配慮する □はい　□いいえ　□該当なし

【沿道】道路側後退５m以上（⼤規模⾏為） □はい　□いいえ　□該当なし

⼭岳・段丘眺望等、周囲からの⾒え⽅に配慮した規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

周辺基調景観から突出しない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

建築物等と敷地のつり合い配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

極⼒抑えた規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

原則⾼さ１８m以下（工業団地３１m以下） □はい　□いいえ　□該当なし

【沿道】空地を確保し、圧迫感を⽣じないように努める（⾼層の場合） □はい　□いいえ　□該当なし

【河川】河川の⾒通しを妨げない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

適度な軒の出のある勾配屋根（スカイライン、周辺との調和） □はい　□いいえ　□該当なし

伝統様式を取り入れた意匠（伝統的建築物の多い地域） □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模平滑⾯を避け、壁⾯処理に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋根・壁・開口部等の意匠工夫で圧迫感・威圧感を軽減（規模が⼤きい場合） □はい　□いいえ　□該当なし

道路・河川・鉄道に⾯する壁⾯等のデザイン配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋上設備の壁・ルーバー設置 □はい　□いいえ　□該当なし

屋外階段や露出配管等の付帯物や広告物のデザイン配慮、建築物本体との調和 □はい　□いいえ　□該当なし

【沿道】道路沿いからの⾒え⽅に配慮し上部や正⾯デザイン工夫、連続性形成 □はい　□いいえ　□該当なし

【河川】河川沿いからの⾒え⽅に配慮し上部や正⾯デザイン工夫、連続性形成 □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】段丘林の連続性、佇まいを阻害しない、外観に⼗分配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

耐久性に優れた材料を使⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材の壁⾯⼤部分への使⽤を避ける □はい　□いいえ　□該当なし

地場産材、地域を特徴づける素材、⾃然素材を活⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

けばけばしい色彩とせず、落ち着いた色彩を基調、周辺の田園・集落と調和した色調 □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし

照明は落ち着き・温かみを、ネオンサイン、点滅、光源が動くものの使⽤を避ける □はい　□いいえ　□該当なし

（屋根）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

（外壁）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

＜適⽤除外＞外壁各⾯の⾒付⾯積の１／５以内のアクセント色で、⽀障ないもの

＜適⽤除外＞石・木材・土・レンガ・ガラス等、素材本来の色彩のもの

＜適⽤除外＞地域の伝統継承色彩のもの

＜適⽤除外＞その他法令義務のもの

【段丘】段丘林等、周囲の⾃然に馴染む色彩 □はい　□いいえ　□該当なし

既存樹木を残し、住宅地は植栽等による集落景観形成に努める □はい　□いいえ　□該当なし

外部から⾒える敷地境界は樹木活⽤、門・塀は⽣垣、壁⾯緑化等の意匠工夫配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

比較的⼤規模な建築物等は、建物周囲の⾼木配置等で威圧感・圧迫感軽減に努める □はい　□いいえ　□該当なし

駐⾞・駐輪場は道路から直接⾒えにくいよう周囲や場内の植栽等、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

樹種は地域に根付いたものを基本とし、周辺樹林等と調和するもの □はい　□いいえ　□該当なし

段丘崖上端側の緑化を⾏い、段丘林の連続性、たたずまいを阻害しないよう配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

【河川】河川沿いの憩い・潤い景観が続くよう、植栽、鉢植等の緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】段丘林の連続性、佇まいを阻害しないよう、周囲を緑化 □はい　□いいえ　□該当なし

⾃動販売機 外観は落ち着いた色調、複数台設置時は囲いで覆う等の工夫 □はい　□いいえ　□該当なし

景観形成基準チェックシート（一般地域：田園）
⾏為制限事項
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田園 チェック欄

景観形成基準チェックシート（一般地域：田園）
⾏為制限事項

一般地域：田園

道路等からの後退に努める □はい　□いいえ　□該当なし

河川等の水辺や⼭なみの眺望を阻害しないよう努める □はい　□いいえ　□該当なし

規模、形態・意匠 周辺の基調景観に調和する形態意匠とし、必要最小限の規模 □はい　□いいえ　□該当なし

周辺景観と調和し、⾼耐久性で退色・はく離の⽣じにくいもの □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材使⽤の場合、周辺との調和に⼗分配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

けばけばしい色彩とせず、落ち着いた色彩を基調、周辺の田園・集落と調和した色調 □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし

光源が動くものの使⽤を避ける □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模な法⾯、擁壁を⽣じないようにし、緩やかな勾配、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

擁壁は材料や表⾯処理の工夫、前⾯緑化等により周辺との調和を図る □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹林、樹木、河川、水辺等は極⼒保全し、活⽤に努める □はい　□いいえ　□該当なし

周辺から目⽴たないよう採取の位置・工法を工夫し、敷地周囲の緑化等に努める □はい　□いいえ　□該当なし

採取後、⾃然植⽣と調和した緑化で修景する □はい　□いいえ　□該当なし

⾼さをできるだけ低くし、整然と、威圧感の無いよう堆積する □はい　□いいえ　□該当なし

道路等から⾒えにくいよう遮蔽（植栽、木塀等、周辺景観と調和するもので遮蔽） □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】段丘林の連続性が失われる伐採は避ける □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】伐採する場合は既存樹木残置や新たな植栽等、法⾯の緑化に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

土地の形質の変更

土石の採取及び鉱物の掘採

屋外における物件の堆積

木竹の伐採
【河岸段丘】
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⼭地森林 チェック欄

道路からできるだけ後退し、既存林を保存するなど配慮する □はい　□いいえ　□該当なし

道路側後退１０m以上（⼤規模⾏為） □はい　□いいえ　□該当なし

隣接境界からの離隔確保 □はい　□いいえ　□該当なし

既存樹木・水辺を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし

地形の⾼低差を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし

稜線・斜⾯上部へ配置しない □はい　□いいえ　□該当なし

電柱・鉄塔は目⽴たないよう配置 □はい　□いいえ　□該当なし

段丘崖からの離隔確保（段丘上端） □はい　□いいえ　□該当なし

【沿道】道路側後退５m以上（⼤規模⾏為） □はい　□いいえ　□該当なし

⼭岳・段丘眺望等、周囲からの⾒え⽅に配慮した規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

周辺基調景観から突出しない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

建築物等と敷地のつり合い配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

周辺樹木を超えない⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

原則⾼さ１８m以下（工業団地３１m以下） □はい　□いいえ　□該当なし

【沿道】空地を確保し、圧迫感を避ける（⾼層の場合） □はい　□いいえ　□該当なし

【河川】河川の⾒通しを妨げない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

適度な軒の出のある勾配屋根（スカイライン、周辺との調和） □はい　□いいえ　□該当なし

伝統様式を取り入れた意匠（伝統的建築物の多い地域） □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模平滑⾯を避け、壁⾯処理に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋根・壁・開口部等の意匠工夫で圧迫感・威圧感を軽減（規模が⼤きい場合） □はい　□いいえ　□該当なし

道路・河川・鉄道に⾯する壁⾯等のデザイン配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋上設備の壁・ルーバー設置 □はい　□いいえ　□該当なし

屋外階段や露出配管等の付帯物や広告物のデザイン配慮、建築物本体との調和 □はい　□いいえ　□該当なし

【沿道】道路沿いからの⾒え⽅に配慮し上部や正⾯デザイン工夫、連続性形成 □はい　□いいえ　□該当なし

【河川】河川沿いからの⾒え⽅に配慮し上部や正⾯デザイン工夫、連続性形成 □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】段丘林の連続性、佇まいを阻害しない、外観に⼗分配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

耐久性に優れた材料を使⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材の使⽤を避ける、使⽤時は着色等による反射軽減を図る □はい　□いいえ　□該当なし

地場産材、地域を特徴づける素材、⾃然素材を活⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

けばけばしい色彩とせず、落ち着いた色彩を基調、周辺の⾃然景観と調和した色調 □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし

照明は落ち着き・温かみを、ネオンサイン、点滅、光源が動くものの使⽤を避ける □はい　□いいえ　□該当なし

（屋根）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

（外壁）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

＜適⽤除外＞外壁各⾯の⾒付⾯積の１／５以内のアクセント色で、⽀障ないもの

＜適⽤除外＞石・木材・土・レンガ・ガラス等、素材本来の色彩のもの

＜適⽤除外＞地域の伝統継承色彩のもの

＜適⽤除外＞その他法令義務のもの

【段丘】段丘林等、周囲の⾃然に馴染む色彩 □はい　□いいえ　□該当なし

既存樹木を残し、伐採時は周辺の⼭林との調和に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

外部から⾒える敷地境界は樹木活⽤、門・塀は⽣垣、壁緑化等の意匠工夫配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

比較的⼤規模な建築物等は、建物周囲の⾼木配置等で威圧感・圧迫感軽減に努める □はい　□いいえ　□該当なし

駐⾞・駐輪場は道路から直接⾒えにくいよう周囲や場内の植栽等、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

樹種は地域に根付いたものを基本とし、周辺樹林等と調和するもの □はい　□いいえ　□該当なし

段丘崖上端側の緑化を⾏い、段丘林の連続性、佇まいを阻害しないよう配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

【河川】河川沿いの憩い・潤い景観が続くよう、植栽、鉢植等の緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】段丘林の連続性、佇まいを阻害しないよう、周囲を緑化 □はい　□いいえ　□該当なし

⾃動販売機 外観は落ち着いた色調、複数台設置時は囲いで覆う等の工夫 □はい　□いいえ　□該当なし

景観形成基準チェックシート（一般地域：⼭地・森林）
⾏為制限事項

建築物・工
作物の建

設、外観変
更

配置

規模

形態意匠

材料

色彩等

□はい　□いいえ　□該当なし

建築物・工
作物の建

設、外観変
更

敷地の緑化

一般地域：山地・森林



⼭地森林 チェック欄

景観形成基準チェックシート（一般地域：⼭地・森林）
⾏為制限事項

一般地域：山地・森林

道路等からの後退に努める □はい　□いいえ　□該当なし

河川等の水辺や⼭なみの眺望を阻害しないよう努める □はい　□いいえ　□該当なし

規模、形態・意匠 周辺の基調景観に調和する形態意匠とし、必要最小限の規模 □はい　□いいえ　□該当なし

周辺景観と調和し、⾼耐久性で退色・はく離の⽣じにくいもの □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材の使⽤を避ける、使⽤時は着色等による反射軽減を図る □はい　□いいえ　□該当なし

けばけばしい色彩とせず、落ち着いた色彩を基調、周辺の⾃然景観と調和した色調 □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし

光源が動くものの使⽤を避ける □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模な法⾯、擁壁を⽣じないようにし、緩やかな勾配、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

擁壁は材料や表⾯処理の工夫、前⾯緑化等により周辺との調和を図る □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹林、樹木、河川、水辺等は極⼒保全し、活⽤に努める □はい　□いいえ　□該当なし

周辺から目⽴たないよう採取の位置・工法を工夫し、敷地周囲の緑化等に努める □はい　□いいえ　□該当なし

採取後、⾃然植⽣と調和した緑化で修景する □はい　□いいえ　□該当なし

⾼さをできるだけ低くし、整然と、威圧感の無いよう堆積する □はい　□いいえ　□該当なし

道路等から⾒えにくいよう遮蔽（植栽、木塀等、周辺景観と調和するもので遮蔽） □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】段丘林の連続性が失われる伐採は避ける □はい　□いいえ　□該当なし

【段丘】伐採する場合は既存樹木残置や新たな植栽等、法⾯の緑化に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

土地の形質の変更

土石の採取及び鉱物の掘採

屋外における物件の堆積

木竹の伐採
【河岸段丘】

建築物・工
作物の建

設、外観変
更

（特定外
観意匠に
関する付加
基準）

配置

材料

色彩等



田園 チェック欄

道路側へ後退し空地を確保する □はい　□いいえ　□該当なし

隣接境界からの離隔確保 □はい　□いいえ　□該当なし

既存樹木・水辺を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし

地域のランドマークやスカイライン等への眺望を阻害しない □はい　□いいえ　□該当なし

電柱・鉄塔は目⽴たないよう配置 □はい　□いいえ　□該当なし

周辺基調景観から突出しない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

極⼒抑えた規模 □はい　□いいえ　□該当なし

原則⾼さ１３m以下 □はい　□いいえ　□該当なし

適度な軒の出のある勾配屋根（スカイライン、周辺との調和） □はい　□いいえ　□該当なし

背景のスカイライン、田園、建築物形態、文化遺産との調和 □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模平滑⾯を避け、壁⾯処理に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋根・壁・開口部等の意匠工夫で圧迫感・威圧感を軽減（規模が⼤きい場合） □はい　□いいえ　□該当なし

道路・河川に⾯する壁⾯等のデザイン配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋上設備の壁・ルーバー設置 □はい　□いいえ　□該当なし

屋外階段や露出配管等の付帯物や広告物のデザイン配慮、建築物本体との調和 □はい　□いいえ　□該当なし

耐久性に優れた材料を使⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材の壁⾯⼤部分への使⽤を避ける □はい　□いいえ　□該当なし

地域を特徴づける素材を活⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

⾃然の色彩を基調、周辺の田園・集落と調和した色調 □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし

ネオンサイン、点滅、光源で動きのあるものは設置しない、建築物等をライトアップしない □はい　□いいえ　□該当なし

（屋根）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

（外壁）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

＜適⽤除外＞外壁各⾯の⾒付⾯積の１／５以内のアクセント色で、⽀障ないもの

＜適⽤除外＞石・木材・土・レンガ・ガラス等、素材本来の色彩のもの

＜適⽤除外＞地域の伝統継承色彩のもの

＜適⽤除外＞その他法令義務のもの

敷地境界には樹木等を活⽤し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和 □はい　□いいえ　□該当なし

比較的⼤規模な建築物等は、建物周囲の緑化等で威圧感・圧迫感軽減に努める □はい　□いいえ　□該当なし

駐⾞・駐輪場・焼却炉等は道路から直接⾒えにくいよう周囲や場内の植栽等、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤する樹種は、周辺の樹林等、周辺の景観と調和すること □はい　□いいえ　□該当なし

河川等がある場合は、樹木を活⽤し、水辺の景観に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹木は、残すように努める □はい　□いいえ　□該当なし

景観形成基準チェックシート（⻄箕輪景観形成重点地区：田園）
⾏為制限事項

建築物・工作
物の建設、外

観変更 配置

規模・⾼さ

形態意匠

材料

色彩等

□はい　□いいえ　□該当なし

建築物・工作
物の建設、外

観変更 敷地の緑化

西箕輪景観形成重点地区：田園



田園 チェック欄

景観形成基準チェックシート（⻄箕輪景観形成重点地区：田園）
⾏為制限事項

西箕輪景観形成重点地区：田園

次に掲げる広告物以外は設置しない

①公職選挙法その他の法令の規定に基づく選挙運動のために表⽰し、⼜は設置するもの

②法令の規定により表⽰⼜は設置を義務づけられたもの

③国⼜は地⽅公共団体が表⽰し、⼜は設置するもので、公益上必要と認められるもの

④⾃己の氏名、事業⼜は営業に関し、⾃己の居住、事務所、営業所等に表⽰するもので

表⽰⾯積の合計１０㎡以下のもの

⑤祭典その他年中⾏事等のために慣例上使⽤するもの

⑥一時的⼜は仮設的なもので表⽰期間が３０日を越えないもの

⑦　①から⑥までに掲げるもののほか、営利を目的としないもので次に掲げるもの

・交通安全、公衆衛⽣、水火災警報その他公益に関する宣伝告知のためにするもの

・会合その他催物に関するもの

・はり紙、はり札、⽴看板及び広告幕類

・報道機関が設置する時事速報等を掲出する物件

⑧事業所や施設等への案内を目的としたもので、次の要件をすべて満たすもの

・表⽰⾯の地盤⾯からの⾼さが3.5mまでのもの

・表⽰⾯積の合計が4㎡未満のもの

・基調色は、⽩色、銀色、⻘系色、茶系色の組み合わせ及び木の地肌のもの

・⽀柱の色は、⿊色、⽩色、グレー系色、焦げ茶色のもの

④及び⑧にあっては、落ち着いた色彩を基調とする □はい　□いいえ　□該当なし

周辺の景観と調和した色調・意匠とする □はい　□いいえ　□該当なし

道路から1m以上かつ交差点から10m以上離す □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模な法⾯、擁壁を⽣じないようにし、緩やかな勾配、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

擁壁は材料や表⾯処理の工夫、前⾯緑化等により周辺との調和を図る □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹林、樹木、河川、水辺等は極⼒保全し、活⽤に努める □はい　□いいえ　□該当なし

周辺から目⽴たないよう採取の位置・工法を工夫し、敷地周辺の緑化等に努める □はい　□いいえ　□該当なし

採取後、⾃然植⽣と調和した緑化で修景する □はい　□いいえ　□該当なし

⾼さをできるだけ低くし、整然と、威圧感の無いよう堆積する □はい　□いいえ　□該当なし

道路等から⾒えにくいよう遮蔽（植栽、木塀等、周辺景観と調和するもので遮蔽） □はい　□いいえ　□該当なし

□はい　□いいえ　□該当なし

土地の形質の変更

土石の採取及び鉱物の掘採

屋外における物件の堆積

建築物・工作
物の建設、外

観変更

特定外観意匠に
関する付加基準



沿道 チェック欄

道路側へ後退し空地を確保する □はい　□いいえ　□該当なし

道路側後退５m以上（⼤規模⾏為） □はい　□いいえ　□該当なし

隣接境界からの離隔確保 □はい　□いいえ　□該当なし

既存樹木・水辺を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし

地域のランドマークやスカイライン等への眺望を阻害しない □はい　□いいえ　□該当なし

電柱・鉄塔は目⽴たないよう配置 □はい　□いいえ　□該当なし

周辺基調景観から突出しない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

圧迫感を⽣じさせない空地確保 □はい　□いいえ　□該当なし

原則⾼さ１３m以下 □はい　□いいえ　□該当なし

上部及び正⾯デザインの工夫 □はい　□いいえ　□該当なし

背景のスカイライン、建築物形態、文化遺産との調和 □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模平滑⾯を避け、壁⾯処理に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋根・壁・開口部等の意匠工夫で圧迫感・威圧感を軽減（規模が⼤きい場合） □はい　□いいえ　□該当なし

道路・河川に⾯する壁⾯等のデザイン配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋上設備の壁・ルーバー設置 □はい　□いいえ　□該当なし

屋外階段や露出配管等の付帯物や広告物のデザイン配慮、建築物本体との調和 □はい　□いいえ　□該当なし

耐久性に優れた材料を使⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材の壁⾯⼤部分への使⽤を避ける □はい　□いいえ　□該当なし

地域を特徴づける素材を活⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

⾃然の色彩を基調、周辺の景観・建築物等と調和した色調 □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし

ネオンサイン、点滅、光源で動きのあるものは設置しない、建築物等をライトアップしない □はい　□いいえ　□該当なし

（屋根）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

（外壁）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

＜適⽤除外＞外壁各⾯の⾒付⾯積の１／５以内のアクセント色で、⽀障ないもの

＜適⽤除外＞石・木材・土・レンガ・ガラス等、素材本来の色彩のもの

＜適⽤除外＞地域の伝統継承色彩のもの

＜適⽤除外＞その他法令義務のもの

敷地境界には樹木等を活⽤し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和 □はい　□いいえ　□該当なし

比較的⼤規模な建築物等は、建物周囲の緑化等で威圧感・圧迫感軽減に努める □はい　□いいえ　□該当なし

駐⾞・駐輪場・焼却炉等は道路から直接⾒えにくいよう周囲や場内の植栽等、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤する樹種は、地域の風土にあったもの □はい　□いいえ　□該当なし

道路等の公共空間や周囲の緑化との連続性に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

河川等がある場合は、樹木を活⽤し、水辺の景観に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹木は、残すように努める □はい　□いいえ　□該当なし

景観形成基準チェックシート（⻄箕輪景観形成重点地区：沿道）
⾏為制限事項

建築物・工作
物の建設、外

観変更 配置

規模・⾼さ

形態意匠

材料

色彩等

□はい　□いいえ　□該当なし

建築物・工作
物の建設、外

観変更
敷地の緑化

西箕輪景観形成重点地区：沿道



沿道 チェック欄

景観形成基準チェックシート（⻄箕輪景観形成重点地区：沿道）
⾏為制限事項

西箕輪景観形成重点地区：沿道

次に掲げる広告物以外は設置しない

①公職選挙法その他の法令の規定に基づく選挙運動のために表⽰し、⼜は設置するもの

②法令の規定により表⽰⼜は設置を義務づけられたもの

③国⼜は地⽅公共団体が表⽰し、⼜は設置するもので、公益上必要と認められるもの

④⾃己の氏名、事業⼜は営業に関し、⾃己の居住、事務所、営業所等に表⽰するもので

表⽰⾯積の合計１０㎡以下のもの

⑤祭典その他年中⾏事等のために慣例上使⽤するもの

⑥一時的⼜は仮設的なもので表⽰期間が３０日を越えないもの

⑦　①から⑥までに掲げるもののほか、営利を目的としないもので次に掲げるもの

・交通安全、公衆衛⽣、水火災警報その他公益に関する宣伝告知のためにするもの

・会合その他催物に関するもの

・はり紙、はり札、⽴看板及び広告幕類

・報道機関が設置する時事速報等を掲出する物件

⑧事業所や施設等への案内を目的としたもので、次の要件をすべて満たすもの

・表⽰⾯の地盤⾯からの⾼さが3.5mまでのもの

・表⽰⾯積の合計が4㎡未満のもの

・基調色は、⽩色、銀色、⻘系色、茶系色の組み合わせ及び木の地肌のもの

・⽀柱の色は、⿊色、⽩色、グレー系色、焦げ茶色のもの

④及び⑧にあっては、けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基調とする □はい　□いいえ　□該当なし

周辺の景観と調和した色調・意匠とする □はい　□いいえ　□該当なし

道路から1m以上かつ交差点から10m以上離す □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模な法⾯、擁壁を⽣じないようにし、緩やかな勾配、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

擁壁は材料や表⾯処理の工夫、前⾯緑化等により周辺との調和を図る □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹林、樹木、河川、水辺等は極⼒保全し、活⽤に努める □はい　□いいえ　□該当なし

周辺から目⽴たないよう採取の位置・工法を工夫し、敷地周辺の緑化等に努める □はい　□いいえ　□該当なし

採取後、⾃然植⽣と調和した緑化で修景する □はい　□いいえ　□該当なし

⾼さをできるだけ低くし、整然と、威圧感の無いよう堆積する □はい　□いいえ　□該当なし

道路等から⾒えにくいよう遮蔽（植栽、木塀等、周辺景観と調和するもので遮蔽） □はい　□いいえ　□該当なし

□はい　□いいえ　□該当なし

土地の形質の変更

土石の採取及び鉱物の掘採

屋外における物件の堆積

建築物・工作
物の建設、外

観変更

特定外観意匠に
関する付加基準



⼭地・⾼原 チェック欄

道路側へ後退し空地を確保する □はい　□いいえ　□該当なし

道路側後退１０m以上（⼤規模⾏為） □はい　□いいえ　□該当なし

隣接境界からの離隔確保 □はい　□いいえ　□該当なし

既存樹木・水辺を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし

地形の⾼低差を⽣かす □はい　□いいえ　□該当なし

稜線・斜⾯上部へ配置しない □はい　□いいえ　□該当なし

電柱・鉄塔は目⽴たないよう配置 □はい　□いいえ　□該当なし

周辺基調景観から突出しない規模・⾼さ □はい　□いいえ　□該当なし

原則⾼さ１３m以下 □はい　□いいえ　□該当なし

適度な軒の出のある勾配屋根（スカイライン、周辺との調和） □はい　□いいえ　□該当なし

周囲の⼭なみと調和 □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模平滑⾯を避け、壁⾯処理に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋根・壁・開口部等の意匠工夫で圧迫感・威圧感を軽減（規模が⼤きい場合） □はい　□いいえ　□該当なし

道路・河川に⾯する壁⾯等のデザイン配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

屋上設備の壁・ルーバー設置 □はい　□いいえ　□該当なし

屋外階段や露出配管等の付帯物や広告物のデザイン配慮、建築物本体との調和 □はい　□いいえ　□該当なし

耐久性に優れた材料を使⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

反射光材の使⽤を避ける、使⽤時は着色等による反射軽減を図る □はい　□いいえ　□該当なし

地域を特徴づける素材を活⽤ □はい　□いいえ　□該当なし

⾃然の色彩を基調、周辺の⾃然景観と調和した色調 □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤色数を少なくする □はい　□いいえ　□該当なし

ネオンサイン、点滅、光源で動きのあるものは設置しない。建築物等をライトアップしない □はい　□いいえ　□該当なし

（屋根）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

（外壁）R、YR、Y、GYは彩度７以下　その他は彩度４以下　明度は周辺と調和

＜適⽤除外＞外壁各⾯の⾒付⾯積の１／５以内のアクセント色で、⽀障ないもの

＜適⽤除外＞石・木材・土・レンガ・ガラス等、素材本来の色彩のもの

＜適⽤除外＞地域の伝統継承色彩のもの

＜適⽤除外＞その他法令義務のもの

敷地境界には樹木等を活⽤し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和 □はい　□いいえ　□該当なし

比較的⼤規模な建築物等は、建物周囲の緑化等で威圧感・圧迫感軽減に努める □はい　□いいえ　□該当なし

駐⾞・駐輪場・焼却炉等は道路から直接⾒えにくいよう周囲や場内の植栽等、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

使⽤する樹種は、周辺の樹林等、周辺の景観と調和すること □はい　□いいえ　□該当なし

河川等がある場合は、樹木を活⽤し、水辺の景観に配慮 □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹木は、残すように努める □はい　□いいえ　□該当なし

景観形成基準チェックシート（⻄箕輪景観形成重点地区：⼭地・⾼原）
⾏為制限事項

建築物・工作
物の建設、外

観変更
配置

規模・⾼さ

形態意匠

材料

色彩等

□はい　□いいえ　□該当なし

建築物・工作
物の建設、外

観変更 敷地の緑化

西箕輪景観形成重点地区：山地・高原



⼭地・⾼原 チェック欄

景観形成基準チェックシート（⻄箕輪景観形成重点地区：⼭地・⾼原）
⾏為制限事項

西箕輪景観形成重点地区：山地・高原

次に掲げる広告物以外は設置しない

①公職選挙法その他の法令の規定に基づく選挙運動のために表⽰し、⼜は設置するもの

②法令の規定により表⽰⼜は設置を義務づけられたもの

③国⼜は地⽅公共団体が表⽰し、⼜は設置するもので、公益上必要と認められるもの

④⾃己の氏名、事業⼜は営業に関し、⾃己の居住、事務所、営業所等に表⽰するもので

表⽰⾯積の合計１０㎡以下のもの

⑤祭典その他年中⾏事等のために慣例上使⽤するもの

⑥一時的⼜は仮設的なもので表⽰期間が３０日を越えないもの

⑦　①から⑥までに掲げるもののほか、営利を目的としないもので次に掲げるもの

・交通安全、公衆衛⽣、水火災警報その他公益に関する宣伝告知のためにするもの

・会合その他催物に関するもの

・はり紙、はり札、⽴看板及び広告幕類

・報道機関が設置する時事速報等を掲出する物件

⑧事業所や施設等への案内を目的としたもので、次の要件をすべて満たすもの

・表⽰⾯の地盤⾯からの⾼さが3.5mまでのもの

・表⽰⾯積の合計が4㎡未満のもの

・基調色は、⽩色、銀色、⻘系色、茶系色の組み合わせ及び木の地肌のもの

・⽀柱の色は、⿊色、⽩色、グレー系色、焦げ茶色のもの

④及び⑧にあっては、落ち着いた色彩を基調とする □はい　□いいえ　□該当なし

周辺の景観と調和した色調・意匠とする □はい　□いいえ　□該当なし

道路から1m以上かつ交差点から10m以上離す □はい　□いいえ　□該当なし

⼤規模な法⾯、擁壁を⽣じないようにし、緩やかな勾配、緑化に努める □はい　□いいえ　□該当なし

擁壁は材料や表⾯処理の工夫、前⾯緑化等により周辺との調和を図る □はい　□いいえ　□該当なし

敷地内の樹林、樹木、河川、水辺等は極⼒保全し、活⽤に努める □はい　□いいえ　□該当なし

周辺から目⽴たないよう採取の位置・工法を工夫し、敷地周辺の緑化等に努める □はい　□いいえ　□該当なし

採取後、⾃然植⽣と調和した緑化で修景する □はい　□いいえ　□該当なし

⾼さをできるだけ低くし、整然と、威圧感の無いよう堆積する □はい　□いいえ　□該当なし

道路等から⾒えにくいよう遮蔽（植栽を⾏い周辺景観と調和するもので遮蔽） □はい　□いいえ　□該当なし

□はい　□いいえ　□該当なし

土地の形質の変更

土石の採取及び鉱物の掘採

屋外における物件の堆積

建築物・工作
物の建設、外

観変更

特定外観意匠に
関する付加基準


